






































































































































































































































































































これらの金文例を挙げている。6ち そして史頌段銘の「省」について,「≪周礼 。大行人》説, 王｀之
所以撫邦国諸侯者,歳編存,三歳編期,五歳編省″,鄭注, 撫｀猶安也,存,ノ硯,省者,王使臣於諸
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である」と解し (注10の池田氏前掲書,多士の条),「高邦」の月反従が賓礼を以てするの解釈となっている。
uO 衰尊銘については,捜古,巻二之三,五十ウ,景尊の条,梅原末治『冠守模古金国』上,三四,一九四七年,な
ど参照。
80 松丸道雄「西周青銅器製作の背景――周金文研究。序章―一」同氏編『西周青銅器とその国家』東京大学出版会,
一九八〇年,所収,など参照。
8り 孫論譲『古籍拾遺』(後,古籟と略称)下,ニオ,景由の条,一八七二年。騨華,庚上,五オ,衰自の条◎積微居,
巻七,一八五頁,衰画跛の条。断代 (二),考古学報第十冊一九五五年,一―八頁,作冊買画の条。
10 綴遺,巻十二,九オ,買由の条。古籟,下,ニウ,衰由の条。断代(二),考古学報第十冊一九五五年,一―八頁,
作冊景自の条。通釈第五輯,作冊景白の条,二四四頁,一九六三年。
10 綴遺,巻二十二,二十九オ,孟爵の条。西周,四九ウ,孟爵の条。餘論,二,二十五ウ,孟爵の条。積微居,巻
二,五五頁,孟爵再跛の条。
60 呉鎮7/4編『金文人名睡編』中華書局,一九八七年,三二二頁。
60難華,乙,三七オ,轟鼎の条。文選,下,十一ウ～十二オ,資鼎銘の条。文録,一,三十一オ,公貿鼎の条。積
微居,巻四,一〇七～一〇八頁,公貿鼎蕨の条。
1521 徐同伯『従古堂款識学』二,一六オ,史頌段の条,一八五四年。
1531 注10の拙稿,二〇九～二一一頁。
60 文選,上三,十一,史頌段の条。
60 通釈第二四報,史頌段の条,一人三～―八三頁,一九六八年。
60 楊氏「 贄｀見潜″新探」『古史新探』中華書局,一九六五年,三四六～三四七買。
1571 tt1561に同じ,三四七頁。
1581 両周,一九ウ,中廟め条。
1591 白川氏「安州六器通繹J『甲骨金文学論叢』十集,一九六二年,四四買。
10 援古,巻三之二,三十六ウ,大敦蓋の条。
GD 通釈第二九輯,大設二の条,五七五買,一九七〇年。
6り 断代 (―),一五七頁,保自の条。
6)郭氏「保歯銘繹文J考古学報一九五八年第一期,一頁。
60 断代,郭氏は注162X60に同じ。赤塚氏は注90に同じ,一六九～―七〇頁,保歯銘の条。黄氏「保聞銘的時代輿史実」
考古学報一九五七年第二期。
10 注Gかの断代,一五七～一五八買。
60 注60の赤塚氏に同じ,一六九～一七〇頁。
60 注60の黄氏に同じ,五一～五九頁。
60 注60の郭氏に同じ,一～二頁。
G9 通釈第四輯,保画の条,一七五～一九一頁,一九六三年。
90 仲幾父般銘については,I寮古,二之二,六十二ウ,中幾敦の条,端方『陶齋吉金録』巻二,五オ,ウ,中幾父敦
の条,一九〇八年,小臣守B費銘については,糖古,三之一,二十六オ,ウ,郭安『周金文存』巻三,四十四オ,
ウ,守敦一九一五～一九二一年,など参照。
9, 積微居,巻四,一〇三頁,中幾骰跛の条。
9か 前骰銘については,羅振玉『貞松堂集古遺文』六,ニオ～三オ,前設の条,一九三一年,劉鵡智『善齋吉金録』
潜器録,巻七,八四オ～八五オ,一九二四年,
商粟叔縦 敦の条,など参照。
90 なお,列国金文になると,姑潟旬鋸 (両周録一五八オ,ウ)の「楽賓客」などのように,「賓客」の語が出てくる。
(1992年8月31日受理)

